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（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高は330億98百万円（前年同期比9.9％増）、営業利益は23

億28百万円（同38.2％増）、経常利益は23億58百万円（同35.7％増）、四半期純利益10億71百万円（同34.9％増）

となり、２期連続の増収並びに営業利益は２期連続、経常利益は３期連続及び四半期純利益の増益となり、各利益

ともに第３四半期連結累計期間として過去最高を達成しました。 

 セグメント別にはレストラン事業が大幅な増収増益となっております。居酒屋事業は増収増益、エンターテイン

メント事業は減収増益となりました。 

当連結累計期間において新規出店を13店舗、業態変更を11店舗、改装を７店舗行い、不採算店13店舗を閉鎖

し、また、㈱アトム北海道を平成25年10月１日付で連結子会社化し、66店舗増加したため、当第３四半期連結会計

期間末の店舗数は457店舗（直営店439店舗、ＦＣ店18店舗）となりました。 

セグメントの概況は、次のとおりであります。 

 なお、当第３四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較につきま

しては、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。  

＜レストラン事業＞ 

レストラン事業につきましては、平成25年10月１日付の㈱アトム北海道の連結子会社化により、「ラパウザ」を

中心としたレストラン店舗が７店舗増加いたしました。 

新規出店につきましては７店舗（「ステーキ宮」６店舗、「カルビ大将」１店舗）をオープンし、業態変更を９

店舗（「にぎりの徳兵衛」から「ステーキ宮」へ２店舗、「韓の食卓」から「ステーキ宮」へ２店舗、「えちぜ

ん」から「ステーキ宮」へ２店舗、「濱ふうふう」から「ステーキ宮」へ１店舗、「味のがんこ炎」から「ステー

キ宮」へ１店舗、「バスク亭」から「ステーキ宮」へ１店舗）、改装を５店舗（「ステーキ宮」３店舗、「にぎり

の徳兵衛」１店舗、「カルビ大将」１店舗）、不採算店６店舗（「カルビ大将」２店舗、「廻転アトムボーイ」１

店舗、「ステーキ宮」１店舗、「Ｍ’ｓダイニング」１店舗、「にぎりの徳兵衛」１店舗）の閉鎖を行い、当第３

四半期連結会計期間末の店舗数は230店舗となりました。 

特に、ステーキ宮業態の店舗数は、当第３四半期連結会計期間末で100店舗となり、売上、利益共に大きく伸ば

しました。 

 以上の結果、レストラン事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は、196億87百万円となりました。 

＜居酒屋事業＞ 

居酒屋事業につきましては、平成25年10月１日付の㈱アトム北海道の連結子会社化により、「いろはにほへと」

を中心とした居酒屋店舗が59店舗増加いたしました。 

新規出店につきましては５店舗（「いろはにほへと」３店舗、「寧々家」２店舗）をオープンし、業態変更を２

店舗（「暖」から「寧々家」へ１店舗、「ＴＡＰＡ」から「いろはにほへと」へ１店舗）、不採算店３店舗（「贔

屓屋」１店舗、「暖や」１店舗、「ＮＩＪＹＵ－ＭＡＲＵ」１店舗）の閉鎖を行い、当第３四半期連結会計期間末

の店舗数は176店舗となりました。 

 以上の結果、居酒屋事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は、105億25百万円となりました。 

＜エンターテインメント事業＞ 

 エンターテインメント事業につきましては、新店１店舗（「時遊館」）を出店し、改装を２店舗（「時遊

館」）、不採算店４店舗（「Ｗｉｌｌ Ｂｅ」３店舗、「時遊館」１店舗）の閉鎖を行い、当第３四半期連結会計

期間末の店舗数は33店舗となりました。 

 以上の結果、エンターテインメント事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は、24億10百万円となりました。

＜その他の事業＞  

その他の事業につきましては、当第３四半期連結会計期間末の店舗数はＦＣ店18店舗となりました。 

以上の結果、その他の事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は、４億75百万円となりました。 

（２）財政状態に関する説明 

①資産・負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ49億11百万円増加し、340億61百万円

となりました。これは主に㈱アトム北海道が連結の範囲に含まれたことによる受入資産の増加によるものでありま

す。 

 負債は前連結会計年度末に比べ20億81百万円増加し、195億14百万円となりました。これは主に㈱アトム北海道

が連結の範囲に含まれたことによる受入負債の増加によるものであります。 

  純資産は、前連結会計年度末に比べて28億29百万円増加し、145億46百万円となりました。これは主に転換社債

の株式転換による資本金及び資本剰余金の増加によるものであります。 
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②キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は40億29百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ５億27百万円増加いたしました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は39億63百万円となりました。 

 これは主に税金等調整前四半期純利益（20億30百万円）及び減価償却費の計上（14億75百万円）によるもので

あります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動の結果使用した資金は31億93百万円となりました。 

 これは主に有形固定資産の取得による支出（17億47百万円）及び連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得に

よる支出（13億65百万円）によるものであります。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動の結果使用した資金は２億42百万円となりました。 

 これは主に長期借入による収入（33億80百万円）、短期借入金の返済による支出（23億４百万円）及び長期借

入金の返済による支出（18億34百万円）によるものであります。  

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  平成26年３月期の連結業績予想につきましては、平成25年８月19日に発表いたしました通期の連結業績予想の数

値から変更はございません。   

  

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

 なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第３四半期連結累計期間において、㈱アトム北海道の株

式を取得したことに伴い、連結の範囲に含めております。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。     

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,502 4,029

売掛金 444 543

たな卸資産 275 504

その他 1,554 1,616

流動資産合計 5,776 6,693

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 9,339 12,013

土地 3,872 4,013

その他（純額） 2,467 2,826

有形固定資産合計 15,678 18,853

無形固定資産   

のれん － 1,006

その他 162 139

無形固定資産合計 162 1,146

投資その他の資産   

敷金及び保証金 4,988 5,392

その他 2,655 2,084

貸倒引当金 △110 △108

投資その他の資産合計 7,532 7,367

固定資産合計 23,374 27,367

資産合計 29,150 34,061

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,204 3,047

1年内償還予定の転換社債 2,200 －

短期借入金 － 880

1年内返済予定の長期借入金 2,185 2,498

未払法人税等 340 142

引当金 331 283

その他 3,155 3,920

流動負債合計 10,416 10,773

固定負債   

長期借入金 3,749 4,980

引当金 3 －

資産除去債務 580 671

その他 2,684 3,088

固定負債合計 7,017 8,741

負債合計 17,433 19,514
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,973 4,073

資本剰余金 6,016 7,116

利益剰余金 2,880 3,531

自己株式 △188 △188

株主資本合計 11,682 14,533

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 34 13

その他の包括利益累計額合計 34 13

純資産合計 11,716 14,546

負債純資産合計 29,150 34,061
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 30,103 33,098

売上原価 9,626 10,333

売上総利益 20,477 22,765

販売費及び一般管理費 18,791 20,436

営業利益 1,685 2,328

営業外収益   

不動産賃貸収入 362 351

貸倒引当金戻入額 27 2

その他 108 95

営業外収益合計 498 449

営業外費用   

支払利息 174 157

不動産賃貸原価 263 250

その他 8 12

営業外費用合計 445 419

経常利益 1,738 2,358

特別利益   

固定資産売却益 3 0

受取補償金 48 38

特別利益合計 52 38

特別損失   

固定資産除却損 220 199

減損損失 36 78

賃貸借契約解約損 11 24

投資有価証券評価損 1 0

その他 4 64

特別損失合計 274 366

税金等調整前四半期純利益 1,515 2,030

法人税、住民税及び事業税 216 267

法人税等調整額 505 691

法人税等合計 721 958

少数株主損益調整前四半期純利益 794 1,071

四半期純利益 794 1,071
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 794 1,071

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △5 △21

繰延ヘッジ損益 2 －

その他の包括利益合計 △2 △21

四半期包括利益 791 1,050

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 791 1,050

少数株主に係る四半期包括利益 － －

㈱アトム（7412）平成26年３月期　第３四半期決算短信

- 7 -



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,515 2,030

減価償却費 1,318 1,475

のれん償却額 － 25

販売促進引当金の増減額（△は減少） 89 131

支払利息 174 157

固定資産除却損 220 199

減損損失 36 78

投資有価証券評価損益（△は益） 1 0

売上債権の増減額（△は増加） △97 △51

たな卸資産の増減額（△は増加） △166 △198

前払費用の増減額（△は増加） △94 24

仕入債務の増減額（△は減少） 402 566

未払消費税等の増減額（△は減少） 107 △11

その他 △226 128

小計 3,281 4,556

利息及び配当金の受取額 16 15

利息の支払額 △187 △191

法人税等の支払額 △155 △416

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,954 3,963

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,802 △1,747

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △1,365

敷金及び保証金の差入による支出 △324 △277

敷金及び保証金の回収による収入 316 342

その他 △183 △145

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,993 △3,193

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,265 1,480

短期借入金の返済による支出 － △2,304

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △505 △544

長期借入れによる収入 990 3,380

長期借入金の返済による支出 △2,575 △1,834

配当金の支払額 △250 △418

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,076 △242

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △115 527

現金及び現金同等物の期首残高 3,203 3,502

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,088 4,029
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 該当事項はありません。   

   

   

 当社は、平成25年９月20日付で転換社債型新株予約権付社債22億円の株式転換が完了し、資本金及び資本準備金が

それぞれ11億円増加しております。 

 この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が40億73百万円、資本剰余金が71億16百万円となっており

ます。     

   

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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